
横
浜
市
立
蒔
田
中
学
校

北
海
道
・
長
沼
、札
幌
、白
老
２
泊
３
日


年
５
月

～

日
実
施

漁
業
や
魚
調
理
の
体
験

「
食
育
」集
大
成
と
な
る
学
習

農
業
体
験
メ
イ
ン
に
北
海
道
へ

旅
行
会
社
は
ト
ラ
ブ
ル
対
応
重
視

文
京
区
立
文
林
中
学
校

伊
勢
志
摩
・
京
都
２
泊
３
日


年
５
月

～

日
実
施
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刺し網漁業の体験

あじの干物づくり体験

漁師飯の朝食

ファームステイ先の農家で

白老のポロトコタンで

白い恋人パークでの菓子作り体験

札幌での班別行動、大通
公園のテレビ塔前

本郷光一校長武藤章教諭

寝屋親を囲んで

木藤肇校長

新千歳空港で現地の観光関係者
から歓迎を受ける

　
東
京
都
文
京
区
の
閑
静
な

住
宅
街
の
中
に
あ
る
区
立
文

林
中
学
校（
本
郷
光
一
校
長
）

は
、
各
学
年
が
１
学
級
で
、

全
校
生
徒
が

人
と
い
う
小

規
模
校
。
生
徒
数
は
区
立


校
の
中
で
最
も
少
な
い
。

　
校
訓
は
「
文
林
開
拓
」
。

開
拓
の
精
神
を
発
揮
し
て
真

理
の
探
究
に
努
め
る
こ
と
、

友
愛
の
精
神
を
も
っ
て
明
る

い
社
会
を
建
設
す
る
こ
と
な

ど
を
掲
げ
て
い
る
。
少
人
数

で
あ
る
こ
と
を
利
点
と
と
ら

え
、
校
長
自
ら
が
毎
年
生
徒

全
員
と
の
面
接
を
行
う
な

ど
、
校
訓
の
精
神
に
基
づ
い

た
、
目
の
行
き
届
い
た
教
育

を
行
っ
て
い
る
。

　
同
校
で
は
今
ま
で
、
京
都

・
奈
良
２
泊
３
日
の
修
学
旅

行
が
多
か
っ
た
が
、
今
年
は

伊
勢
志
摩
・
京
都
の
２
泊
３

日
で
「
食
育
と
体
験
」
を
重

視
し
た
行
程
を
組
ん
だ
。
背

景
に
は
、現
在
の
３
年
生
が
、

１
年
次
か
ら
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
で
「
食
育
」
を

学
ん
で
き
た
と
い
う
理
由
が

あ
る
。
１
年
次
に
は
、
区
の

施
設
を
使
っ
た
「
八
ヶ
岳
移

動
教
室
」
で
レ
タ
ス
の
収
穫

を
体
験
。
ま
た
毎
年
１
回

「
弁
当
の
日
」
を
設
け
、
親

の
手
を
借
り
ず
に
買
い
物
か

ら
調
理
、
箱
詰
め
ま
で
を
生

徒
自
身
に
行
わ
せ
て
い
る
。

　
今
回
の
修
学
旅
行
実
施
に

あ
た
っ
て
は
２
回
の
事
前
学

習
会
を
実
施
。
４
月

日
の

「
仏
像
に
触
れ
る
」
で
は
、

学
校
の
近
所
の
仏
像
屋
に
講

師
を
依
頼
。
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の

手
作
り
仏
像
３
体
を
教
室
に

持
参
し
て
も
ら
い
、
説
明
を

受
け
た
。

　
５
月
８
日
の
「
伊
勢
志
摩

料
理
大
会
」
で
は
、
伊
勢
志

摩
学
生
団
体
誘
致
委
員
会
の

協
力
に
よ
り
、ヒ
オ
ウ
ギ
貝
、

加
茂
牛
な
ど
伊
勢
志
摩
の
食

材
を
班
ご
と
に
調
理
し
て
試

食
。
宿
泊
先
と
な
る
三
重
県

鳥
羽
市
の
離
島
、
答
志
島

（
と
う
し
じ
ま
）
か
ら
招
い

た「
答
志
島
体
験
学
習
の
宿
」

代
表
の
中
村
和
久
氏
か
ら
、

鳥
羽
市
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
寝
屋

子
（
ね
や
こ
）
制
度
」
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。
寝
屋

子
制
度
と
は
、

歳
に
な
っ

た
男
子
数
人
が
、
寝
屋
親
と

呼
ば
れ
る
世
話
係
の
大
人
の

家
で
、

年
間
共
同
で
寝
泊

ま
り
し
て
過
ご
す
答
志
島
独

特
の
風
習
。
中
村
氏
は
「
離

島
で
は
全
員
が
助
け
合
わ
な

け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
。

そ
の
基
礎
を
学
ぶ
の
が
寝
屋

子
制
度
」
と
話
し
た
。
島
で

生
徒
た
ち
は
３
軒
の
宿
に
分

宿
し
、
実
際
の
寝
屋
親
で
も

あ
る
各
宿
の
主
人
ら
と
交

流
、
寝
屋
子
を
体
験
し
た
。

　
今
回
参
加
し
た
３
年
生
は

男
子

人
、
女
子
９
人
の
合

計

人
。
東
京
駅
か
ら
名
古

屋
駅
、鳥
羽
駅
を
経
由
し
て
、

鳥
羽
港
か
ら
船
で
答
志
島
に

渡
っ
た
。
午
後
１
時
過
ぎ
に

答
志
新
港
に
到
着
し
、
そ
の

ま
ま
漁
業
体
験
を
行
っ
た
。

釣
り
船
に
分
乗
し
、
刺
し
網

を
引
き
揚
げ
、
魚
を
網
か
ら

外
し
、
網
の
手
入
れ
を
す
る

と
い
う
約
１
時
間
の
体
験
。

そ
の
後
、
堤
防
で
の
魚
釣
り

体
験
、
用
意
さ
れ
た
あ
じ
を

１
人
４
尾
開
い
て
液
に
漬
け

干
物
に
す
る
体
験
、
先
ほ
ど

の
網
や
釣
り
で
獲
っ
た
、
め

ば
る
、
か
さ
ご
、
ぼ
ら
、
な

ど
の
魚
を
処
理
す
る
体
験
も

行
っ
た
。
出
来
上
が
っ
た
あ

じ
の
干
物
は
、
後
日
学
校
に

送
っ
て
も
ら
い
、
全
員
に
配

布
し
た
。

　
翌
日
の
朝
食
は
、
宿
ご
と

で
は
な
く
全
員
が
漁
港
に
集

合
。
し
ら
す
丼
、
わ
か
め
汁

な
ど
の
漁
師
飯
を
食
べ
た
。

　
２
日
目
は
昼
過
ぎ
に
京
都

駅
に
到
着
。
午
後
５
時
ま
で

班
別
行
動
を
行
っ
た
。
夕
食

後
、
や
は
り
体
験
学
習
の
一

環
と
し
て
「
漆
器
加
飾
と
清

水
焼
の
絵
付
け
」
を
旅
館
の

大
広
間
で
実
施
。
生
徒
達
の

作
品
は
、
後
日
、
校
内
の

「
文
林
学
芸
発
表
会
」
で
展

示
し
た
。

　
３
日
目
は
、
約
５
時
間
の

京
都
市
内
タ
ク
シ
ー
行
動
の

後
、
新
幹
線
で
東
京
駅
に
向

か
い
、
午
後
５
時
頃
到
着
、

解
散
と
い
う
行
程
だ
っ
た
。

　
今
回
の
３
年
生
を
１
年
次

か
ら
受
け
持
っ
て
い
る
武
藤

章
教
諭
は
「
体
験
が
生
徒
を

磨
く
」
と
い
う
長
年
の
信
念

の
下
、
「
食
育
と
体
験
」
を

教
育
現
場
で
実
践
。
武
藤
教

諭
の
熱
意
が
生
徒
た
ち
の
親

の
心
を
動
か
し
、
今
回
の
離

島
体
験
修
学
旅
行
が
実
現
し

た
。

　
「
事
前
学
習
で
生
徒
た
ち

は
、
仏
像
に
触
り
、
伊
勢
志

摩
の
食
材
を
自
分
で
調
理
し

て
食
べ
た
。事
前
学
習
に
は
、

可
能
な
父
兄
に
は
参
加
し
て

も
ら
っ
た
」
と
武
藤
教
諭
は

話
す
。

　
本
郷
光
一
校
長
は
「
今
回

の
『
食
育
・
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
』
の
修
学
旅
行
は
、
本
校

と
し
て
初
め
て
の
取
り
組
み

で
、
総
合
学
習
『
食
育
』
の

集
大
成
と
い
う
位
置
付
け
だ

っ
た
。
戻
っ
て
き
た
生
徒
た

ち
に
直
接
感
想
を
聞
い
た

が
、
口
々
に
『
答
志
島
に
行

け
て
良
か
っ
た
』
と
話
し
て

い
た
。
思
い
出
深
い
修
学
旅

行
に
な
っ
た
よ
う
だ
」
と
目

を
細
め
た
。

　
あ
る
生
徒
が
現
地
で
世
話

に
な
っ
た
寝
屋
親
に
宛
て
た

お
礼
の
手
紙
に
は
次
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
る
。
「
本
当

に
答
志
島
は
東
京
と
違
い
、

会
う
人
、
会
う
人
が
あ
い
さ

つ
を
し
て
く
れ
て
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
し
、
心
が
温

ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
島
の
人

た
ち
の
名
前
が
ほ
ぼ
分
か
る

と
い
う
の
も
う
ら
や
ま
し
い

と
思
っ
た
」
。
離
島
の
漁
村

体
験
は
、
東
京
都
心
に
暮
ら

す
中
学
生
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
思
い
出
と
な
っ
た

よ
う
だ
。

　
「
多
く
の
人
と
の
関
わ
り

の
中
で
」
（
公
・
開
）
、

「
自
他
の
生
命
を
尊
ぶ
、
互

い
に
思
い
や
る
豊
か
な
人
間

性
を
育
み
ま
す
」（
徳
・
体
）、

「
進
ん
で
課
題
を
発
見
し
、

ね
ば
り
強
く
解
決
し
て
い
く

力
を
育
み
ま
す
」（
知
・
徳
）、

「
自
ら
学
力
の
向
上
に
努

め
、
自
立
的
に
学
び
続
け
る

力
を
育
み
ま
す
」
（
知
）
―

を
教
育
目
標
に
掲
げ
る
横
浜

市
立
蒔
田
中
学
校
（
横
浜
市

南
区
、
木
藤
肇
校
長
）
。
１

９
４
７
年
４
月
創
立
と
い
う

歴
史
あ
る
中
学
だ
。

　
生
徒
数（
夜
間
学
級
除
く
）

は
３
８
８
人
で
、
内
訳
は
男

子
２
０
８
人
、
女
子
１
８
０

人
。
生
徒
の
自
主
性
を
育
て

る
校
外
学
習
は
１
年
時
が
自

然
教
室
（
２
泊
３
日
）
、
２

年
時
遠
足
（
日
帰
り
）
で
、

３
年
時
が
修
学
旅
行
と
な

る
。

　
今
年
の
修
学
旅
行
は
５
月


～

日
（
２
泊
３
日
）
、

北
海
道
の
長
沼
、
札
幌
、
白

老
（
し
ら
お
い
）
方
面
へ
。

３
年
生
１
２
３
人
の
う
ち
、

男
子

人
、
女
子

人
の
計

１
２
０
人
が
参
加
し
た
。
引

率
職
員
は

人
で
、
旅
行
会

社
の
大
和
観
光
興
業
か
ら
２

人
が
同
行
し
た
。

　
「
横
浜
は
飛
行
機
を
使
っ

た
修
学
旅
行
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。
農
業
体
験
が
で
き
、

か
つ
、
日
頃
意
識
し
な
い
ア

イ
ヌ
文
化
に
触
れ
る
こ
と
も

貴
重
な
体
験
に
な
る
こ
と
か

ら
、
行
き
先
は
北
海
道
に
し

て
い
る
」
と
木
藤
校
長
。

「
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
感
謝
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
３
年

間
の
集
大
成
と
い
う
、
『
３

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
』
。
全
員
で
三

つ
の
ピ
ー
ス
を
そ
ろ
え
、
パ

ズ
ル
を
完
成
さ
せ
る
の
が
目

標
」
と
い
う
。

　

日
朝
、
羽
田
空
港
に
集

合
。
飛
行
機
が
初
め
て
の
生

徒
も
少
な
く
な
く
、
飛
行
機

を
利
用
し
た
修
学
旅
行
な
ら

で
は
の
雰
囲
気
も
あ
る
と
い

う
。
新
千
歳
空
港
か
ら
バ
ス

に
乗
り
換
え
、
１
時
間
ほ
ど

で
農
業
体
験
を
行
う
長
沼
町

着
。
町
民
会
館
で
の
対
面
式

後
、
各
農
家
へ
。
１
軒
に
約

４
人
の
生
徒
、
計

軒
の
農

家
で
寝
泊
ま
り
し
た
。

　
修
学
旅
行
の
メ
イ
ン
で
あ

る
農
業
体
験
に
つ
い
て
、
木

藤
校
長
は
「
都
会
の
子
は
土

に
触
る
機
会
が
少
な
い
。
農

業
体
験
を
さ
せ
る
こ
と
で
、

日
頃
食
べ
て
い
る
も
の
が
ど

う
や
っ
て
で
き
て
い
る
の
か

分
か
り
、
農
家
の
皆
さ
ん
の

苦
労
も
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
地
元
の
方

と
一
緒
に
食
事
を
し
た
り
、

話
を
聞
く
こ
と
は
決
し
て
無

駄
で
は
な
い
」
と
意
義
を
強

調
す
る
。

　
温
室
や
納
屋
で
の
作
業
、

畑
の
雑
草
取
り
な
ど
、
農
家

の
人
の
指
導
の
も
と
、
馴
れ

ぬ
手
つ
き
で
土
と
格
闘
す

る
。
夕
食
で
は
自
分
た
ち
が

採
っ
た
野
菜
を
食
べ
、
夜
は

語
り
合
う
。
「
翌
日
の
別
れ

の
時
に
は
涙
を
流
す
生
徒
も

い
た
。
多
感
期
な
ら
で
は
の

感
情
だ
ろ
う
が
、
い
い
思
い

出
に
な
っ
た
と
思
う
」
と
木

藤
校
長
。

　
生
徒
か
ら
は
「
農
業
を
通

し
て
人
と
の
関
わ
り
方
や
食

べ
物
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
農

家
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
な
が

ら
ご
飯
を
食
べ
た
い
」
「
食

べ
物
一
つ
一
つ
に
感
謝
す
る

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、『
い
た

だ
き
ま
す
』『
ご
ち
そ
う
さ
ま

で
し
た
』
と
い
う
言
葉
を
大

切
に
生
活
し
て
い
き
た
い
」

「
こ
れ
か
ら
は
食
べ
れ
る
こ

と
や
作
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
農
家
の
方
々
へ
の
感
謝
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
」

と
い
う
感
想
が
あ
っ
た
。

　
２
日
目
は
引
き
続
き
農
業

体
験
を
行
い
、
解
散
式
後
バ

ス
で
札
幌
へ
。
班
別
行
動
と

な
り
、
市
内
観
光
を
兼
ね
そ

れ
ぞ
れ
の
目
的
地
で
見
聞
を

広
め
た
。
宿
泊
先
は
ホ
テ
ル

サ
ン
ル
ー
ト
ニ
ュ
ー
札
幌
。

　
最
終
日
も
班
別
行
動
だ

が
、
こ
の
日
は
白
老
町
の
ア

イ
ヌ
民
族
博
物
館
（
ポ
ロ
ト

コ
タ
ン
）
や
札
幌
市
内
の
白

い
恋
人
パ
ー
ク
、
千
歳
市
の

千
歳
水
族
館
・
ノ
ー
ザ
ン
ホ

ー
ス
パ
ー
ク
な
ど
に
足
を
延

ば
し
た
。
白
い
恋
人
パ
ー
ク

で
は
菓
子
作
り
も
体
験
。
夕

方
、
羽
田
着
。

　
旅
行
費
用
は
１
人
６
万
５

千
円
。
小
遣
い
は
７
千
円
ま

で
認
め
て
い
る
。
旅
行
費
用

に
つ
い
て
は
、
家
庭
に
よ
っ

て
は
負
担
と
な
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
「
７
万
円

程
度
が
妥
当
か
な
」
と
木
藤

校
長
は
い
う
。

　
ケ
ー
タ
イ
に
夢
中
な
年
代

だ
が
、
旅
行
先
に
持
っ
て
い

く
こ
と
は
認
め
ず
、
持
っ
て

い
る
の
が
分
か
っ
た
ら
預
か

る
。

　
修
学
旅
行
は
１
年
の
秋
に

決
め
る
。
原
則
、
旅
行
会
社

数
社
か
ら
見
積
も
り
を
出
し

て
も
ら
う
が
、
近
年
は
地
元

の
大
和
観
光
興
業
を
利
用
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
旅
行
先

で
あ
る
長
沼
町
観
光
協
会
と

の
結
び
つ
き
が
強
く
、
地
元

の
事
情
に
精
通
し
、
安
心
し

て
頼
め
る
か
ら
だ
。

　
木
藤
校
長
は
、
「
旅
行
会

社
に
求
め
る
の
は
ト
ラ
ブ
ル

が
あ
っ
た
時
に
ど
う
迅
速
に

対
応
で
き
る
か
だ
。
お
金

（
旅
行
代
金
の
）
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
」と
強
調
し
た
。


